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形正常赤血球 に な る と も考えられ ますDS ， その 圓形前赤芽細胞が Giemsa 染色標本 で數が 少い とい 5寓實か

らみ る と或 い ほ ， これ は楕圓形前赤芽細胞の POlar　view とも考え られ ます ， 如何 で す か 。 （2）蓮籔覿察沸

必要 と思い ま すが ， 果 して 位相差顯微鏡で Giemsa の 染色性 の 胡異が cont ：ast の 相異 と し て 觀察 され る

か 否か 疑問 です茄 その 鮎に對 して 何か 御考 え 如何で すか 。 （北爪由二 》

　 （答） な し。

バ ツ タ精母細 胞に及 ほす X 鐐の 影響 　川村健彌 （北大 ・理 ・動 ）．

　フ キバ ツ タ の 精藁を體液を媒液 とし て懸滴際本にし，
こ れ に直接 X 繊を照射し た 。 第一笈驗で は分 レ ン

ト ゲ ン 1・3r の 割 で 連續照射 し ；途 中の 細胞 分裂 の 羝態を觀察 し 第二 實驗 で は ユ0 分 間で 150，200，300　r

に な る樣に一時照射 し ， 共に約 25°

c の室澀で 位相差顯微鏡 に よ り生體翻察を行 つ た 。 第一・實驗 で は ， 染 色

饅 の 融釐 ・ 染色體橋 ， 染色體の 切斷終 期に於け る染色殪 の 殘留 ， ミ トコ ン ド リア の 分散及び擬集 ， 二 榎細胞

の 形成 ， 及び 核分 裂を ともな わない 細胞體の み の 分裂等が 見ら れた 。
，第二 賓驗 に於て は ，

150r の 囁合 ， 種

々 の 異常が見 られた 5囀 に 染色體橋が多數出現し ， 又小敷 の 核分裂をと 昏なわな い 細胞饐 の み の 分裂tht見 ら

れた 。 し か し時聞 の 齧遏 と 共 に 分裂は 正 常に 回復す る傾向を 承 し た 。 200r で ほ 特に 細胞疆 の み の 分裂逮多

數見出さ拓 こ の 場合狹窄は必ず ミ ト コ ソ ドリ ア の 束 の 中央部に入 つ た 。

』300r で は照射直後染色體ほ擬集

し不規則な配 列を示 し た 。

　（問 1） 分裂が 速 進 され る とい b れた が 確固た る data があ る の か 。

齟
（2｝休止期 と中期或は 前期 の 處理

に お い て 表 われる異常時間に は 變化は な い か 。 ｛吉田僕秀）

　 （答 1） 講演 で もの べ た と お り正確 なデ ータ 冖は ま だ とれて い な い 。
．（2） こ の 觀 察に於い て は差 異 は見

　 　 　 　 　 の

られ な か つ た o 　　　　　　 、

　 （問）　 ミ ト コ ソ ドリ ア が 細胞分裂｝こ重 要な 働 きが あ ると云 われ ま した が ミ ト コ ン ド リ ア ｝こ向つ て分裂 面が

現れる と の 事か ら考 え る の で す か D （渡邊弼三 ）

　 （答）　 ミ ト コ ソ ド リ ア の 方向等が い か な る方向を向い て も ミ ト コ ン ド リ ア の 束 の 中央附近に しか も直角に

分裂溝が 形成 され る 事 よ り考 え ら れ る の で あ る 。

　 （剛 　 ミ ト コ ン ド リ ア束 の み で 分裂 溝を誘 發す る と考 え る の は 困難な よ 5 に 思わ れ ます 。 ミ ト コ ン ドリア

束は紡錘 に附着す るか 或は それ に俘 うもの では ない で し よ 5か 。 （高木俊藏 ）

　 （答） 今 の 位柑差顯微鏡で は ス ピ ン ドル は 殆 ん ど見 ら れ ない の で こ の 事は明確 に わ か ら な い が ，賓験結果

よ リス ピ ン ドル よ りもむ し ろ ミ ト コ ン ド リア カ吩 裂溝 の 形成に 役を な して い る と考え る 。

X 線照射及び メチ ル ピ ス ア ミン ーN 一
才キサイ ド屬理 の バ ツ タ楕母絏胞分製の 生匿觀察

　　　　　　　　　仲尾善雄 ・
石坂昭 三 （立 大 ・理 ・ 生物 々 理 〉

　オ ン プ ， シ ヨ ウ リ ヨ ウバ ツ タ の 精母第一4 成熟分裂 を ，懸滴漂本と し て 位相差で 生體醗察した 。こ の 方法 で

ひ 6 時間細胞分裂は 進行す る 。 特 に毋裂 競期 に 入 る細 胞數が 培養後 2−3時 問一定 で ある こ と と， 分 裂速度 と

褞度 と の 關係か ら ， 細胞は 健常と考え られ る 。 實驗 ほ 主 に こ の 時 期を用い た 。

　培養漂本を X 線照射 （80　KVP ・
4mA ・n 。　filter）す ると分裂後期にス、る細胞數が ， 線量め増加と共｝こ減

’
少 する 。

3000r で は染色體は pycnosisを示し ，
1000　r で は分裂が 抑えられi 約 150　r で こ の 數は

ilz
とな

る 。 照射後 ， 分饗 抑制 の 見 られ る迄 の 時期 か ら ， 分裂 の X 線感受性は late　proptias β で 最 も融 ・
。　m ｝ヒパ

ツ タ の體を X 皺照射 （52r）， ヌ1は nitro 皿 ine を注射 （02 ％，　O・05cc）　U ，後種 々 な る時期精母細廻を顴察

する と，
X 線で ｝± 3 日後に染色體 bridge 等が 現れ るが

，

・nitromine の 場合 に ほ 直後か ら J　

t
これが 見ら れ

る 。 こ の 線量藥量 で 比鮫す る と 、 nitromine の 方に bridge が 多く見 られ る 。 更 にnitro 面 ne の 場合 ・ 極 板

附近に獲つ て bridge をつ くつ て い た染色體汎 後にな つ て急に兩極に分裂 して 行 くの が見 られた こ とほ 特
’

（19 ）．
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記す   くきこ とで ある 。

　 （周） 使 われたバ ツ タ の 種名は 。 また nitromine は 何 に溶解して使わ れ ま L た か 。 ｛島倉亨弐郎）

　｛＃》 シ ヨ ウ リ ヨ ウバ ツ タ とオ ン ブ パ ツ タです 。 また バ ツ タの リン ガ ー液に溶解 して 使い ま した 。

　（問 1） 觀察 に用 い た標 本の 作 り方は 。 ｛2） こ の 方法 で 何 時間程観察 し うる か 。 OII村健彌 ）

　｛讐 1） 椿榮内 の 液 に第一一・ge酸 ナ F リ ウ ム を もつ て P｝16 ．6 に保 つ た ，
0．05％ グル コ ー

ス．を 入れ た バ ツ

タ の リ ン ガ ー液 を少量 加えて 懸滴標本を作 りま し た 。 　（2）分裂 の 進行は 5〜 6 時間で ， 分 裂 の 出現率や 分

裂速度を測定す る隷な觀察は 2〜 3 時間で す 。

　　　　　　　　　　　　 詳 ル …F一裝置の 生瞳染色　多羅尾四郎 （東京女 子大 ）

　 ゴ ル ジ脚裝置の 生體染色に 關 し て ほ 從來 ， 非 常に多 くの 研究が あ る に も拘 らず生殖細胞や 特殊な細胞を除

く他は 成功 した もの は ない 。 最近 Worley （1944〕や Baker （1949 ） の 仕事が あるが 何れ も完全 な もの とは

云 えな い 。 殊 に靤者 の 觀察 した ゴ ル ジ ー裝置は Chlopin．　（1927）が 昔 ， 指 摘した
‘

chrinome
’

に 他な ら な

い 。 演者は Weber 　th｛　aCtomyosin 抽 出に 用 い た ア リ ヵ り性 KCI 浪に材料をλれ ， 極 く短時聞ホ モ ゲ ナ ィ

ズ し て ナ イル ブ リユ ーサ ル フ エ ートの 2500 〜 5000 倍生 理 的食鹽水溶液 で カ パ ー
し て檢鏡すると材料の 周邊

部か ら僅か 内方 の と こ ろ に興型的な ゴ ル ヂ 臼 裝 置が ご く短時聞 （室温で は 10 分 聞 ， 氷上 で は 30 分聞 ， 然

し材料に も よる）生 蘯染色す る こ と を見 出した。

・
イ モ リの 肝臓細胞でほ 膽細管 に そ つ た槲 伏の ゴ ル ジ ー裝置

の 基質上 に リポ イ ド顆粒や 擔汁色素糧力級 着され て い る 。 ダ イ コ ク ネズ ミ の 交感静經飭紳継細胞で it多 くの

歪んだ輪状の ゴ ル ジー盟 の 集 合 （小形細胞） と分 散した もの （大形細胞） と よ り成 る 。 イ モ リや ハ ッ ヵ ネ ズ

の 膵臓細胞で ほ ゴ ル ジ 陶裝置は リ ポイ ドの 粒力獻 基質の 上 に 吸着され た型 に 眤す る 。
ゴ ル ジ ー

裝置 （殊に

基質）it−一“般 に ア ル カ リ 性 くpH 　8〜9）の 媒液 内で ナ イル ブ リ ュ
ー一で 染色され るよ うで あ る 。

Baker の 如 く

Ca ・C12を加 えて みたが 生 體染色に ttmeしない 。 又 sucr （）se の 添加 も結果は よ くな い 。

　（問 ） 基質 とb われ る もの ， リ ポイ ド粒 と、 ・われる もの と ・ 從來 の ektemum
，　internum の 關係は 如何

で ずか 。 （高木俊藏）　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　 （答 ）　こ こ で云 弓基質は intemum で は な い 。 そ の 理由は osmium 　 impregnation（1％ ，
38°C で 3〜

4 日｝一で よ く impregnate され るか らです 。

　（問） イ モ dY の 肝 ホ モ ジ ネ ィ トを toluidine　blueで 染色 した ゴ ル ジー基 質と稱 す る もの が 還元色を呈 した
と い うが 色素の 濃度ほ 如何 。 還元色 と は どんな色 な りや 。 ホ モ ジ ナ イ ズ す る medium は 何で あ る か （池谷

清一）

　（答） 1：10000 であ る 。 青に 少し線色が か つ た程度であ る 。 Weber の ア ル カ リ性 KC 星液 と燐酸齪衝液の

pH 　8・− 9 の もの を用 い た 。 然 し極 く短時間 ホ モ ゲ ナイ ズ す る の で 材 料ほ 未だ mass をな して い て ゴ ル ヂ ー

裝置 の 染ま る zone （周邊 よ b少 し丙部） で は ひ どく影響 を 弓け て゚ い る と は 考え られな い o

　　　　 犠 退 化友嬪 の 異擢 間及び幼生 ・ 1飆 聞＠ 差 異に つ い て　吉極廣延 （山 口 大 「丈理 ・ 生 ）

　蛙 表皮 に尿素 ， チ オ グ リ コ 冖丿レ臨 グ リコ コ ル ・ サ ツ カ リ ソ等を作用させ る と核ほ ト リ パ ソ 寄等 で均質 に

染 る ・ 張 く膨潤し核濃縮 と異る ・ E退化 の 第一段階で あ る ・ こ の 變fUt各種 の 幼生 成饐で麟 な く起 る 。 核

破壤は幼生 （ヒ キ ・ ア x ・ トノ サ マ ・ ツ チ
， ア オ ， 食勵 で は Ri・ger 液丙で UtzkfiYを作用 させ ると例外

・

な ぐ曄る が 生理 食鹽 水内 で は で きない 。 トノ サ マ 成體 では 外液 に必ず し も Ca 輔
tOtt＝ くて もよ い 。 成體で は

ト ノ サ マ pMalpighi細胞で 典 型的破壌像の で き る條件で ほ ヌ マ で は それに近 く ・ ツ チ で は 沈澱性穎粒 を i
ア カ で は 固定複に近 い 形 を つ くる。 核破襲像は場所に 」らず ， チ オ グ リ コ ー

ル 酸 ， サ ツ ヵ丿 ン に よ っ て表皮
だ け斜 い で ア ル コ 冖ル を 作用させ て もで きる 。 成饅各種間の 差ほ各綯胞の 性質 の 差で あ り， 幼生ゐ共 通の 賦
態か ら物質的な分化に よ つ て生 じた もの と考え られ る 。

（20 ）
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